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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

評価軸①-1
組織体制

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
●計画調整担当部署と事業担当部署の連携
・計画実施体制に変更はなく、計画調整担当部署と事業担当部署の連携の下、事業が推進されている。令和4年度は、法定協議会の三好市歴史的風致維持向上
計画協議会は令和4年5月10日に進捗状況や本年度から始まる事業の確認が行える現場での会議とした。（コメントは書面での回答とした）。三好市伝統的建造物
群保存地区保存審議会は審議案件がなかったため行わなかった。令和4年度の三好市文化財保護審議会は令和4年4月１１日に通常開催し令和4年度の三好市歴
史的風致維持向上計画第2期について事業内容等の説明を行い意見を伺った。

事業実施に向けての三好市歴史的風致維持向上計画協議会、三好市文化財保護審議会、三好市伝統的建造物群保存地区保存審
議会との連携を深め、円滑な事業の推進を図る。

●計画調整担当部署と事業担当部署の連携

項目

第2期計画も4年目が終わり計画に基づき事業に順次着手し、関係担当部署と連絡調整等を行っているが、これまで
同様に事業（建築及び土木工事）によっては歴史的風致に問題が生じてしまうものも少なくない。当計画の目的や最
終的な目標について理解してもらい実効性のあるような協力体制を整えていく。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

状況を示す写真や資料等

【三好市歴史的風致維持向上計画協議会の開催】 
 

 ○開  催  日   Ｒ４．５．１０、三好市歴史的風致維持向上計画協議会を開催。  

 ○主な議事    ・令和３年度事業進捗状況について 
           ・令和４年度事業計画（案）について 

 【三好市文化財保護審議会の開催】 
  
 ◎開  催  日   Ｒ４．４．１１ 通常開催                ○開催場所  池田中央公民館    ○主な議事     ・三好市文化財指定、調査について・令和３年度事業報告について・令和４年度事業計画（案）について                              ・三好市歴史的風致維持向上計画第２期について      
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

本市の景観計画は、市民、事業者、行政、三好市を訪れる方など関係者が一丸となって良好な景観づくりに取り組む
ことを目指している。そのため届出対象行為外への誘導が課題となる。今後においても、関係者への周知徹底を図
るため継続的な啓発活動を行う。

地域それぞれが持つ様々な種類の資源による独自の景観特性をはじめ、既存の法規制等の状況に応じたきめ細かく実効性の高い景観づくりを図るため、５つの
区分（ゾーン）分けにより定める基本方針に基づき区域内の行為の制限や良好な景観誘導を図る。特に歴史的風致維持向上計画で設定する重点区域を「歴史的
風致ゾーンⅠ・Ⅱ」として、その特性に応じた景観保全整備に努める。

重点区域における良好な景観を形成する施策

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応

項目

●景観計画の活用と景観条例の運用
・本市では、「歴史的風致維持向上計画」の認定に伴い、平成23年3月「景観計画」の策定、同年6月に「景観条例」の制定、平成24年4月1日に景観条例を施行した。その後、景観パンフレット
作成、建築関係業者説明会開催など景観形成重点地区設置に向けての調査・説明会の開催や、景観計画区域内で工作物の新設等の行為に関して協議を求める区域を新たに設定した。景
観重点区域である祖谷地区では、重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」で、これまで景観改善事業として令和2年度まで20件の修理修景を行ってきた。令和4年度は修理
修景案件はなかった。平成22年度からは重伝建地区内、令和2年度からは重伝建保存地区外（落合地区）において、景観改善を図るために赤や青のトタン屋根を古色系（茶色）で統一するた
めの修景補助事業（屋根塗り替え）を整備し、令和4年度は2件の4棟の修景補助事業を行った。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

●景観計画の活用と景観条例の運用

評価軸②-1

【三好市景観計画区域のゾーン分け（区分別）】 

三好市歴史的風致維持向上計画で設定する重
点区域の「吉野川支流祖谷川流域祖谷地区」を
「歴史的風致ゾーンⅠ」に、「吉野川中流域池田
町及び井川町地区」を「歴史的風致ゾーンⅡ」に
設定し、三好市歴史的風致維持向上計画と連携
した良好な景観形成を図ることを目指している。 

【重要伝統的建造物群保存地区周辺の屋根塗り替え事業】 

修 景 前 修 景 後 

【三好市景観計画書（平成２３年３月）】 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

評価軸③-1

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和元年度～令和９年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備総合事業）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

・歴史的建造物保存修理事業/歴史的建造物の保存・活用を図るために、空き家となった町屋等を取得又は借り上げのうえ修理修景を行い、地域の歴史的風致
の核となる施設として整備する。
・登録文化財「山下家別邸」保存修理事業/井川町の町並みにある、登録有形文化財「山下家別邸」を購入し、修理修景を実施し保存及び活用を図る。

項目

●歴史的建造物保存修理事業
●登録文化財「山下家別邸」保存修理事業

状況を示す写真や資料等

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

●歴史的建造物保存修理事業●登録文化財「山下家別邸」保存修理事業
・歴史的建造物保存修理事業として、市指定文化財「真鍋家住宅」の修理計画を策定し令和4年度は当該物件の西門修理工事の設計を行った。
・登録文化財「山下家別邸」は令和元年度から令和2年度に公開活用のための整備事業を行い、令和3年度より地元団体である辻まち活性化協議会が産直市や食
堂として活用し、令和4年度からは他団体も交流スペースを辻まちガイドの勉強会等としての活用も行った。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

三好市歴史的風致維持向上計画（第1期）からの計画事業であった登録文化財「山下家別邸」は、令和2年度に公開
活用に伴う工事を行い令和3年度より活用を開始。交流拠点施設として活用は増えている。今後は2階部分も整備し
活用を図る必要がある。また、他の歴史的建造物についても各旧町村に「山下家別邸」と同様に保存修理と併せて
活用を考えていく必要がある。

【登録有形文化財「山下家別邸」】 

【市指定文化財「真鍋家住宅」】 

令和５年度より整備を行う西門 

辻まちガイド勉強会の様子 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
評価軸③-2

項目

●重要有形民俗文化財「祖谷の蔓橋」保存修理事業
●文化財の保存・修理と活用事業

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

・「祖谷の蔓橋」の架け替えに必要な材料となるシラクチカズラ約6ｔの確保が祖谷地区において困難な状況となって
いる。こうした状況を踏まえ、今後も引き続き国有林や民有林を有する関係者と蜜に連携し確保に努める。
・近年の異常気象により昨年度と同様に災害による修理が多く、災害修理費補助金で対応したが、今後、災害件数
が増加すると考えられるため予算の増額措置を行っていく必要がある。また、それに伴い文化財への保存に対する
意識を高めていくため住民や学校教育における総合学習の場としても活用していく。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

市単独事業

・重要有形民俗文化財「祖谷の蔓橋」保存修理事業/重要有形文化財「祖谷の蔓橋」の保存・活用を図るために、3年に1度の架け替えを行う。また
中期では、部分的な修繕を行う。
・文化財の保存・修理と活用事業/経年劣化による破損がみられる指定文化財等の適切及び定期的な保存修理を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

●重要有形民俗文化財「祖谷の蔓橋」保存修理事業●文化財の保存・修理と活用事業
・昭和3年に復元修理が行われ、昭和30年に重要有形民俗文化財に指定されてからは、3年に1度の架け替えが実施され保存及び活用がされてきた。令和4年度
は、これまで架け替えし2年経過後に小修繕を行ってきたがコロナの影響により来場者数が大幅に減ったため、大きな傷み等は見られず修繕等は行っていない。
・指定文化財の修理として、市の補助制度を活用し県指定天然記念物3件、市指定文化財（史跡）１件の修理を行った。

令和元年度～令和９年度

状況を示す写真や資料等

【県指定天然記念物 「東祖谷の社叢」栗枝渡八幡神社】 

【市指定史跡 「栗枝渡八幡神社社地及び伝・御火葬場を含む社叢】 

令和５年７月の大風による巨樹倒木 

巨樹倒木により史跡の破損 

撤去後 

修理後 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

状況を示す写真や資料等

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

●歴史的建造物等の公開及び活用事業
●歴史的建造物空き家相談事業

令和元年度～令和９年度

市単独事業

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

各指定建造物は、外観からの見学等については概ね公開できているが、内部については空き家であったり、生活空
間として現在住まわれている等の理由から公開していない建造物が多くある。これらの建造物については近年にお
ける文化財の公開に対する社会的なニーズの高まりなどの背景や、文化財の確実な次世代への継承について、所
有者に理解や協力を求めイベント等による限定的な公開が行えるよう努めていく。

評価軸③-3

・歴史的建造物等の公開及び活用事業/指定文化財の建造物を維持管理しながら、地域住民や来館者に公開し、イベント等による公開事業を実施する。
・歴史的建造物空き家相談事業/指定・登録・選定を受けてる歴史的建造物は、少子高齢化に伴い空き家が増加し多くの所有者が保存活用に頭を悩ませている。
こうした状況から空き家相談窓口の設置や空き家相談会を実施する。

●歴史的建造物の公開及び活用事業について
令和4年度に公開活用されている指定文化財建造物は下記15件。選定文化財（重伝建）では9件。登録文化財では2件。
・市指定文化財「真鍋家住宅」・「馬宮家薬医門」・「西岡家住宅」　（市指定文化財建造物3件中3件とも公開）
・県指定文化財「川人家長屋門」・「阿佐家住宅」・「箸蔵寺観音堂」（県指定文化財建造物3件中3件とも公開※一部内部は非公開）
・国指定文化財「木村家住宅主屋及び隠居屋」・「小采家住宅」・「箸蔵寺本殿他５棟」・「徳善家住宅」（国指定建造物9件中9件とも公開※一部内部は非公開）
・国選定文化財「重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」公開住宅「長岡家住宅」他8棟（公有施設のみ公開）
・国登録有形文化財「山下家別邸」・「古本家住宅」（山下家別邸は調理体験室、多目的室として公開・古本家住宅は外観のみ）
※市指定文化財「真鍋家住宅」では、重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」ユネスコ登録を記念し、写真展を実施。また併せて茶会も行った。
●歴史的建造物空き家相談事業について
相談会は実施できなかったが、井川町地区においては地元団体「辻まち応援団」が4年前に発足され辻町の活性化を図るため、空き家の修理や活用について相談を受けている。令和4年度の相談は3件（坂本家住宅・山下家北塀・曽我部家住宅）。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【市指定文化財「真鍋家住宅」】 

池田町にある「真鍋家住宅」での写真展及び茶会の様子 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

項目

状況を示す写真や資料等

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

・茅材の確保について、茅場は2箇所（重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」、京柱峠茅場）ある
が、高齢化により作業する者が減ってきており、2箇所の茅刈りが困難となってきている。今後は人材の確保（茅刈り
体験会等）も併せて考えていく。
・蔓橋の資材確保について、苗木づくりでは普及啓発も含め効果が出ているが、20年から30年後の資材確保のため
の植樹については足りていない。今後は植樹箇所を増やし確保及び管理について計画を立てる。

・茅葺屋根葺き替え資材確保事業/重点区域である祖谷地区には15棟の茅葺屋根建造物があり、これらの茅葺屋根維持管理のための茅（ススキ）の確保を実施する。
・祖谷の蔓橋架け替え資材確保事業/重点区域の祖谷地区にある「祖谷の蔓橋」は、3年に1度の架け替えが行われている。材料であるシラクチカズラは1度の架け替えで約6ｔ必要で
あるが、近年は採取できるシラクチカズラは減少傾向である。20年後から30年後の資材確保のため、人工による苗木づくりから山林への植樹活動を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
●茅葺屋根葺き替え資材確保事業
・茅葺屋根葺き替え資材確保として、令和4年度も重点区域である重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」内にある茅場及び「ふるさと文化財の森 京柱峠」に
て、地区保存会と茅刈りを11月に行い、コエグロにより乾燥させている。（令和5年4月～5月に3尺締めにし茅倉庫に移す）
●祖谷の蔓橋架け替え資材確保事業
・蔓橋の資材確保として、地元小中学生にシラクチカズラの苗木植樹を行った。
開催日：令和4年7月7日　会場：東祖谷国有林　参加児童生徒数：17名

進捗状況　※計画年次との対応

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

令和元年度～令和９年度

市単独事業

●茅葺屋根葺き替え資材確保事業
●祖谷の蔓橋架け替え資材確保事業

【重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」及び京柱峠での茅材確保】 

【重要有形民俗文化財「祖谷の蔓橋」の材料であるシラクチカズラ苗木植樹】 

コエグロによって乾燥（落合） 茅刈りの様子（京柱峠） 

約１００株の苗木植樹の様子 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

評価軸③-5

●景観整備事業
重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」にある個人所有建造物を対象に屋根の塗り替え及び張替えに対する助成を行い、景観の改善を行った。
令和3年度までは49件94棟の塗り替えを行い、令和4年度は2件4棟を行った。また、令和2年度より伝建地区周辺（落合地区に限る）の建造物に対しても、同様の事
業を行っているが令和4年度は0件であった。

市単独事業

山村集落やうだつの町並みに見られる、伝統的建造物の周辺景観との調和のために行う修景に要する経費の一部を助成。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

景観に配慮した屋根の塗り替えが順次進み、効果が表れているが、地区内の国道沿いは塗替えを終えていない建
造物が残っている。今後、所有者や管理者に景観の向上や魅力度の向上等多くの向上効果が得られることを説明
し、理解や協力を求めていく取り組みが必要。

進捗状況　※計画年次との対応

●景観整備事業

令和元年度～令和９年度

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

屋根塗り替え前 屋根塗り替え後 

【重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」】 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
□実施中
☑未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

引き続き無電柱化推進体制の構築について検討を行う。

●無電柱化事業

令和元年度～令和９年度

市単独事業

状況を示す写真や資料等

池田町及び井川町のうだつの町並みおける景観再生を図るため、景観を阻害している電線等を地中化するとともに、車道・歩道・側溝
等についても町並みに調和した美装化整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

●無電柱化事業
・池田町及び井川町のうだつの町並みの景観再生として、無電柱化について意見は出るが道路幅が狭く埋設物も多い理由等で進捗していない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
☑計画どおり進捗していない

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

【池田町 うだつの町並み】 

【井川町 うだつの町並み】 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

評価軸③-7

令和元年度～令和９年度

●祖谷の蔓橋架け替え継承事業
●茅葺屋根保存団体の設立及び継承事業
●祖谷石積み工法継承事業

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

各事業、高齢化に伴う後継者不足が一番の課題となっている。今後も引き続き地元の若い方への協力と理解を求め
る。また教育としても地元小中学生への啓発活動に取り組む。

状況を示す写真や資料等

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

各伝統的工法の継承によって、文化財の保護を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
●祖谷の蔓橋架け替え継承事業
・令和4年度は祖谷の蔓橋の材料シラクチカズラの苗木植樹を行うことで、祖谷の蔓橋に必要なシラクチカズラについて学んでいただいた。開催日：令和4年7月7日　西祖谷小中学生　参加児童生徒数：17名
●茅葺屋根保存団体の設立及び継承事業
・令和4年度は継承事業として茅葺屋根保存団体での実施はないが、重要文化財「木村家住宅」及び「小采家住宅」の屋根等修理に向けて、文化庁の補助を受け設計を行った。
●祖谷石積み工法継承事業
　・令和4年度では、実施できなかった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

市単独事業

【重要文化財「木村家住宅」（右）・「小采家住宅」（左） 

【重要無形民俗文化財「祖谷の蔓橋」 

 

茅葺屋根等の修理を行うために、耐震診断等の設計を実施した。 

 

「祖谷の蔓橋」の材料であるシラクチカズラの植樹を通して、貴重な資源であることを学んでいただいた。 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
●重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」継承事業●伝統行事担い手支援事業
・重点区域の祖谷地区にある善徳天満宮で、重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」が毎年旧暦6月25日に奉納されている。近年は高齢化による踊り手不足から、地元小学生達
に総合学習の一貫として練習から本番まで参加していただいている。令和4年度は3年ぶりに神代踊りが天満宮で奉納され、多くの観光客の前で披露された。開催日：令和4年7月
23日　檪生小学校　参加児童数：8名
　また、神代踊りで使用される道具においても、担い手の育成が必要であることから、踊りに使用される花笠つくりの体験を行った。開催日：11月17日　西祖谷中学校　参加生徒
数：9名

少子高齢化、都市部への移住等により西祖谷山村の人口減少は著しく、担い手の育成が大きな課題であるが、今後
も引き続き地元小学校等と連携し保存と伝承の推進に取り組んでいく。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-8
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

令和元年度～令和９年度

少子高齢化に伴い踊り手や担い手不足が深刻化していることから、地域内外から伝統行事の担い手として高い志をもった人材を募る
など、支援事業を行い、伝統行事の継続を図る。

●重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」継承事業
●伝統行事担い手支援事業

項目

【重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」】  

天満宮で３年ぶりに奉納  本番に向けて保存会の方から指導  

神代踊りで使用される花笠つくりを体験  
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

令和元年度～令和９年度

●急傾斜地農業継承事業

項目

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

●急傾斜地農業継承事業
・重点区域である祖谷地区において、祖谷在来種の保存と伝承の推進として、地元保存団体「祖谷雑穀生産組合」が耕作放棄地を活用してヤツマタ、稗、蕎麦の植え付けを行っ
た。本年度もヤツマタ及びコンニャク芋の植え付けから収穫まで、地元小中学生に体験学習として参加していただいた。開催日：令和4年5月9日　会場：栂の峰共同圃場　東祖谷
中学校参加生徒数：14名・令和4年6月23日　会場：栂の峰共同圃場　東祖谷小学校参加児童数：5名・令和4年10月3日　会場：栂の峰共同圃場　東祖谷小学校参加児童数：5名・
令和4年10月13日　会場：栂の峰共同圃場　東祖谷中学校参加生徒数：14名
各種収穫後は、事業継続のために「食文化の継承」として、ブランド商品の開発も行った。

少子高齢化、都市部への移住等により人口減少は著しく、担い手の育成が大きな課題であるが、今後も引き続き地
元小学校等と連携し保存と伝承の推進に取り組んでいく。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸③-9

状況を示す写真や資料等

重点区域である祖谷地区において、急傾斜地農業の担い手不足が深刻化している。急傾斜地を利用し作られる農作物は独自のもの
があることから、こうした農業の伝統技術を移住者や、地元小中学生に体験及び継承し技術の維持及び保存を図る。

市単独事業

【祖谷雑穀生産組合による急傾斜地の畑づくり】 

収穫体験の様子 

雑穀植え付け体験の様子 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載して
いる内容

市内全域の歴史的文化遺産の掘り起しと保存、継承を図る。

市単独事業

令和元年度～令和９年度

●佐野集落文化遺産総合調査
●歴史的文化遺産の掘り起しと保存・継承活動

項目

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

状況を示す写真や資料等

市民の文化財に対する意識は、高まってきているが、まだまだ十分に調査研究（掘り起し）が出来ていなのが現状で
あり課題である。名勝調査事業や国の登録文化財のような市内全域をフィルードとした事業や、佐野地区のように
マップの作成にとりかかることで、地域の歴史や文化の新たな堀り起こしに繋がることから、積極的に事業を進めて
いく。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

●佐野集落文化遺産総合調査
・重点区域である池田町佐野地区は、四国遍路として平成26年に雲辺寺道が国の史跡として指定、平成30年には地区内にある建造物5件が国の登録文化財に登録された。令和元年から令和3年では
地元住民による説明板や散策マップを作成した。令和4年度は総合案内看板作成のために地元住民と打ち合わせを行った。
●歴史的文化遺産の掘り起しと保存・継承活動
・市内全域において、令和2年度から行っている名勝調査事業が本年度完工し調査報告書が完成した。また国の登録文化財に向けて2棟の建造物の悉皆調査を行い、文化庁へ諮問し令和5年3月17日
に答申を受けた。

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
評価軸③-10

【歴史文化遺産の掘り起こし】 

「熊谷家住宅」（上）、「旧四国銀行」（下）、国の登録文化財に向けての悉皆調査  

名勝調査委員会 

吉野川支流域名勝調査報告書 
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

項目

文化財の保存又は活用に関する事項
評価軸④-１

・市内の未指定文化財の調査を行い、文化財登録制度の活用を含め、文化財保護の措置を進める。
・指定、登録を行った文化財は保存状況を把握し、良好な保全が図られるよう保存団体等に適切な指導・助言を行う。
・老朽化が進む建造物は、補助金制度を活用した改修事業を実施するなど、所有者に対し支援を行う。
・市内の公開施設の整備と展示物の充実を図り、有効的な文化財の活用を進める。

●文化財の保存・活用について
●文化財の修理（整備）について

状況を示す写真や資料等

各文化財の保存活用を実施するにあたり、協議が必要となる事案が多くの時間を要するため、人的資源不足が出て
きていることが課題となっている。今後は、効率的な事業執行のため、平成31年4月1日に施行された文化財保護法
改正に伴って、地域における文化財の保存及び活用を総合的かつ計画的に行うことができるよう創設された「文化財
保存活用地域計画制度」による計画策定を視野に入れ、地域社会総がかりによる、文化財の保存及び活用を行う。
また市単独事業として、文化財の活用及び人材育成のため「三好市文化財講座」を令和3年度より3ヵ年行う。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

●文化財の保存・活用について
・各指定文化財等の公開等を行った。（Ｐ4、Ｐ5参照）
●文化財の修理（整備）について
・各指定文化財の修理を行った。（Ｐ4、Ｐ9参照）
※上記の重要性をより知っていただき、文化財に対する意識向上を図るため「三好市文化財講座」を行った。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【三好市文化財講座】 

文化財講座の様子 

現地研修の様子 
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和4年度
現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

項目

文化財の保存又は活用に関する事項

市内に点在する指定及び登録文化財は、平成22年度に歴史的風致維持向上計画（第１期）の認定時より、およそ６０
件増加し、全体で178件（指定122件・登録56件）となった。これらを今後保護及び活用するための人的資源の不足が
課題。どのような保護及び活用をしていくべきか全体計画の策定が必要。そのための人材育成や普及啓発を図るた
め、指定文化財を活用したセミナー、ワークショップ、モニターツアーの３本を積極的に実施する。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

●文化財の保存・活用を行うための施設について
・指定文化財、登録文化財等を公開や交流施設として活用を行った。（Ｐ5参照）
●文化財周辺の環境保全について
・重要伝統的建造物群保存地区「東祖谷山村落合」環境整備として茅刈りを行いコエグロ作りを実施し、歴史的風致保全の取り組みを行った。（P6参照）
●文化財の普及啓発について
・市内にある１７８件の指定及び登録文化財を多くの方々に知ってもらい、今後の保存と活用のための人材育成事業として「三好市文化財講座」3ヵ年計画を策定。（Ｐ13参照）
・市内にある名勝調査を3ヵ年行い、『吉野川支流域名勝調査報告書』を作成した。（Ｐ12参照）
・西祖谷地区において、地元小中学生に重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」に関連する行事に参加していただいた。（P10参照）

評価軸④-2

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

・伝統的建造物の公開に努め、交流施設としての活用を推進する。
・文化財及び歴史的風致の普及啓発を図るための回遊性を高める案内標識、説明板等を整備する。
・文化財と農村集落が一体となった良好な環境の畑地や森林の保全に努める。
・文化財に親しんでもらうためのパンフレットやマップ作成等を推進する。

●文化財の保存・活用を行うための施設について
●文化財周辺の環境保全について
●文化財の普及・啓発について

【文化財への意識向上のための普及啓発】 

「西祖谷の神代踊」担い手い育成への取り組み 

歴史的風致保全のためのコエグロつくり 文化財の保存と活用の人材育成のための三好市文化財講座の開催 
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進捗評価シート （様式１-４）
評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

評価対象年度 令和4年度
項目 現在の状況

□実施済
☑実施中
□未着手

計画に記載して
いる内容

●文化財の防災について
・重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」において防災勉強会を開催した。
●埋蔵文化財の調査について
・令和4年度は85件の開発行為（一般住宅建築等）により埋蔵文化財の所在確認が提出され、試掘が行われたが遺構・遺物は確認されなかった。
●文化財行政の体制について
・令和4年度は三好市文化財保護審議会を1回開催（令和4年4月11日）に開催し、審議を行った。
●保存・活用に関わる各種団体について
・文化遺産を活かした地域活性化事業として、組織の維持と担い手育成を図るための団体運営補助金の継続を行った。（18団体）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・三好市地域防災計画に基づき、消防本部、各地区消防団及び自主防災組織を連携させ、文化財等を災害から保護することを推進する。
・包蔵地について、所在、範囲、現況を適切に把握し、関係事業課、開発事業者に埋蔵文化財の保存と保護についての啓発を推進する。
・三好市文化財保護審議会、伝統的建造物群保存地区保存審議会を設置し保存の重要事項の審議を行い、行政部局に学芸員等専門的な職員配置を検討する。
・担い手不足である無形の民俗文化財等保存団体に対して、組織運営補助や用具の整備支援を行い、組織の維持と担い手の育成及び基盤整備の支援を図る。

●文化財の防災について
●埋蔵文化財の取扱いについて
●文化財行政の体制について
●各種団体の状況について

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）
・指定文化財等の防災設備の設置について、補助制度は設けられているが設備の設置が整っていない物件は多くある。そのため、施設の所有者に対し、早期の設備整備に向けた理解と協力を
得るための継続的な働きかけが必要。
・文化財の保存活用を進めるには、所有者や地域だけでなく、関係団体との連携も重要であるため、関連事業の情報提供や活用に向けた方策を考えるための意見交換や情報交換を継続的に
行うことが必要。そのために文化財保護法改正による文化財保存活用地域計画制度の地域計画策定を視野に入れた体制構築を進める。
・埋蔵文化財は、土地所有者をはじめ関係事業課及び関係事業者の理解を得るのに時間がかかる。埋蔵文化財は地域の歴史や文化の成り立ちがわかる歴史的財産であることを理解してもら
い、関係者の協力を得るための継続的な働きかけが必要。

☑計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

防災勉強会の様子 

【重要伝統的建造物群保存地区「三好市東祖谷山村落合」】 
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進捗評価シート （様式１-５）
評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

評価対象年度 令和4年度

状況を示す写真や資料等

R4.4.15 徳島新聞

徳島新聞

進捗状況　※計画年次との対応

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

こいのぼり優雅に群泳

「日本茜」活用に成果 R4.5.17 徳島新聞

妖怪像・神社巡り得点競う

□計画の進捗に影響あり
☑計画の進捗に影響なし

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

歴史的風致維持向上計画や計画に基づく関連事業について、広く理解や協力を得るための有効手段として報道機
関に対し、積極的な情報提供を行うことが必要。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・歴史的風致エリアである大歩危小歩危地区において、大歩危峡まんなかが、今年で41回目の「こいのぼり100匹」を飾り大歩危峡の景勝地を華やかにしている。
・歴史的風致エリアである井川地区において、「井川茜保存会茜の杜」が、株の増殖や染色技術の確立に取り組み、茜染めのマスクやTシャツ等の製品化に取り組んでいる。また茜染めの体験を国の登録文化財「旧山下家別邸」（辻のいろり」で行われた。
・歴史的風致エリアである大歩危小歩危地区において、山城町の妖怪伝説や歴史文化を感じることができる「大歩危妖怪ロゲイニング」が行われた。

R4.5.22

【こいのぼり優雅に群泳（徳島新聞令和４年４月１５日）】 

三好・塩塚で野焼き(徳島新聞 平成28年4月7日) 無病息災祈り火渡り 『祖谷の山里』が金賞(徳島新聞 平成28年6月22

【「日本茜」活用に成果（徳島新聞令和４年５月１７日）】 

【妖怪像・神社巡り得点競う（徳島新聞令和４年５月２２日）】 
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進捗評価シート （様式１-５）
評価軸⑤-2
効果・影響等に関する報道

評価対象年度 令和4年度

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

徳島新聞

徳島新聞

傾斜地農業の伝統農具調査

R4.6.8

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

徳島新聞

三縄小に環境大臣表彰

カズラ立派に育って

年月日

・歴史的風致エリアである池田地区にある黒沢湿原において、2000年から続けている三縄小学校の児童による、市の花・サギソウの保護活動が評価された。
・歴史的風致エリアである祖谷地区を代表する重要有形民俗文化財「祖谷のかずら橋」で使用されるシラクチカズラの植樹活動が行われた。
・歴史的風致エリアである祖谷地区において、重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」が３年ぶりに奉納された。
・歴史的風致エリアである祖谷地区において、池田高校の学生による傾斜地農業で使用される農具の研究が行われた。

歴史的風致維持向上計画や計画に基づく関連事業について、広く理解や協力を得るための有効手段として報道機
関に対し、積極的な情報提供を行うことが必要。

進捗状況　※計画年次との対応

□計画の進捗に影響あり
☑計画の進捗に影響なし

徳島新聞

R4.7.8

雨乞いの舞 優雅に R4.7.24

掲載紙等報道等タイトル

状況を示す写真や資料等

R4.7.26

三好・塩塚で野焼き(徳島新聞 平成28年4月7日) 無病息災祈り火渡り 『祖谷の山里』が金賞(徳島新聞 平成28年6月22

【三縄小に環境大臣表彰（徳島新聞令和４年６月８日）】 【カズラ立派に育って（徳島新聞令和４年７月８日）】 

【雨乞いの舞 優雅に（徳島新聞 令和４年７月２４日）】 

【傾斜地農業の伝統農具調査（徳島新聞令和４年７月２６日）】 
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進捗評価シート （様式１-５）
評価軸⑤-3
効果・影響等に関する報道

評価対象年度 令和4年度

状況を示す写真や資料等

雑穀 もっと楽しんで R4.11.15 徳島新聞

□計画の進捗に影響あり
☑計画の進捗に影響なし

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

歴史的景観維持へ自治体の事業紹介 三好で協議会総会 R4.11.2 徳島新聞

R4.11.2 徳島新聞

年月日 掲載紙等

歴史的風致維持向上計画や計画に基づく関連事業について、広く理解や協力を得るための有効手段として報道機
関に対し、積極的な情報提供を行うことが必要。

報道等タイトル

・「風流踊」の一つに構成されている歴史的風致エリアの祖谷地区にある、重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」が、ユネスコの無形文化遺産に登録勧告を受けた。
・歴史的景観都市協議会総会が3年ぶりに開催され、49都市76名が参加し歴史的景観維持等に取り組む事業や、成果について発表し町並み景観維持の理解を深めた。
・歴史的風致エリアである祖谷地区において、祖谷雑穀生産組合が、地元の特産品を集めた「奥祖谷マルシェ」が行われた。

西祖谷・神代踊りなど無形遺産へ

【西祖谷・神代踊りなど無形遺産へ 

（徳島新聞令和４年１１月２日）】 

【歴史的景観維持へ自治体の事業紹介  

三好で協議会総会（徳島新聞令和４年１１月２日）】 

【雑穀 もっと楽しんで（徳島新聞令和４年１１月１５日）】 
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進捗評価シート （様式１-５）
評価軸⑤-4
効果・影響等に関する報道

評価対象年度 令和4年度

神代踊りの花がさ作り　西祖谷中生9人が体験 R4.11.20 徳島新聞

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

化け猫 行列楽しく 三好市山城でまつり R4.11.20 徳島新聞

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応

・歴史的風致エリアである祖谷地区において、重要無形民俗文化財「西祖谷の神代踊」で使用される花笠つくりを地元の西祖谷中学生9人が体験した。
・歴史的風致エリアである大歩危小歩危地区において、語り継がれているタヌキ伝説にちなんで「やましろ狸まつり」が行われた。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

歴史的風致維持向上計画や計画に基づく関連事業について、広く理解や協力を得るための有効手段として報道機
関に対し、積極的な情報提供を行うことが必要。

□計画の進捗に影響あり
☑計画の進捗に影響なし

【神代踊りの花がさ作り 西祖谷中生9人が体験（徳島新聞 令和４年１１月２０日）】 

【化け猫 行列楽しく 三好市山城でまつり（徳島新聞 令和４年１１月２０日）】 
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進捗評価シート （様式１-５）
評価軸⑤-5
効果・影響等に関する報道

評価対象年度 令和4年度

□計画の進捗に影響あり
☑計画の進捗に影響なし

歴史的風致維持向上計画や計画に基づく関連事業について、広く理解や協力を得るための有効手段として報道機
関に対し、積極的な情報提供を行うことが必要。

池田高探求科3年5人　方言班が優秀賞

状況を示す写真や資料等

掲載紙等報道等タイトル

徳島新聞

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

年月日

R4.12.27 徳島新聞

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・歴史的風致エリアである祖谷地区において、池田高校の学生5名が西祖谷山村で方言調査を行い、日本語研究コンテストで優秀賞に輝いた。
・歴史的風致エリアである井川地区において、4件の歴史的建造物が国の登録文化財の答申を受けた。

R5.5.18旧四国銀行辻支店など県内４件も文化財に

【池田高探求科3年5人 方言班が優秀賞（徳島新聞  令和４年１２月２７日）】 

【旧四国銀行辻支店など県内４件も文化財に （徳島新聞 令和５年３月１８日）】 
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進捗評価シート （様式１-６）
評価軸⑥-１
その他（効果等）

項目

計画に記載して
いる内容

□計画の進捗に影響あり
☑計画の進捗に影響なし

下記の入込客数データは、祖谷地区にある主要観光文化財施設である。情報発信等も同様に行われており、総合
案内パンフレットも充実しているが、入込客数の増減に差が大きく生じていることが課題である。単純に各施設の情
報発信不足としては考えにくい。祖谷地区にくる観光客は「祖谷の蔓橋」も目的に来る方が大半を占めていることが
下記データからわかる。ここからの観光客の動向調査を関係機関と連携して行い、原因を追究していく必要がある。

観光入込客数の推移

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

・三好市歴史的風致維持向上計画【第1期】平成22年11月から平成30年3月31日・【第2期】平成31年4月1日～令和10年3月31日
・観光入込客数の推移として令和4年度は昨年度と同様にコロナ禍であったが、制限の緩和等により、各観光文化財施設の来訪者数は若干回復したが、コロナ前
の令和元年度の入込数には戻っていない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

【主要観光文化財施設入込客数】 

303,189 331,634 327,562 301,193 348,528 339,035 357,697 360,601 360,790 161,370 173,170 263,023

4,318 8,541 14,293 20,719 32,010 42,308 53,075 54,194 61,446 7,827 1,472 8,658

750 903 1,086 1,454 2,320 2,764 2,964 2,763 2,529 2,110 1,786 1,650 H26に8棟完工

30 1,063 862 1,280 1,989 1,735 2,824 3,346 2,824 926 750 1,093 Ｈ23.2月末に完工

－ － － － － － 1,388 993 885 613 413 582 Ｈ29より公開

1,810 4,004 1,988 2,103 2,026 1,873 1,788 1,609 1,552 878 750 1,128
Ｈ24 大河ﾄﾞﾗﾏ

「平清盛」

305,779 337,604 331,498 306,030 354,863 345,407 365,273 368,319 367,695 173,724 178,341 276,134

備　考R1

長岡家住宅

R2 R4R3

合　　　　計

阿佐家住宅

東祖谷歴史民俗資料館

Ｈ２９ Ｈ３０

祖谷の蔓橋

落合古民家宿泊者数

内外国人観光客数

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８
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令和３年度
・法定協議会等におけるコメント

（今後の対応方針）
【組織体制】
・ご指摘のとおり、今後は関係部署の積極的な参加を呼びかけ、事業を推進していく。
【重点区域における良好な景観を形成する施策】
・歴史的な建造物が空き家で朽ち消失することで景観が損なわれていくことが、大きな課題となっている。文化財の指定や登録制度を活用し保護していく。また、開発部局等の関係
機関との連携の強化するための組織の設置も検討する。
【歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項】
・東祖谷の社叢群は７カ所あり、所有する地区は人口減少が進んでおり、維持が困難な状況となっている。令和４年度は２カ所の社叢群で倒木があったが、処理費には天然記念
物に指定されていることから補助金による支援を行うことができた。今後もひきつづき支援していく。
・文化財の情報発進方法として、ＨＰだけでなく、現地でＱＲコード等でより詳しい情報が得られるような仕組みづくりを検討する。
・整備が行き届いていない施設について、関係団体の意見を聞き取りし整備を進めていく。
【文化財の保存又は活用に関する事項】
・文化財の持続的保存のために、ジオパークの関係団体等と連携し、文化財の保存をより積極的に進めていく。
・阿佐家住宅や公開のみの施設について、公開以外の活用ができていない。観光課等の関係部署と連携し活用を進めていく。
・伝建地区落合での防災整備が進んでいないため、本年度は勉強会を行った。ハードの整備も進めるためにも令和５年度もひきつづき防災勉強会や訓練をおこなう。
【効果・影響等に関する報道】
・次世代の若者に、文化財をより身近に感じてもらうため、新聞等の従来メディアだけでなくＳＮＳ等も積極的に活用していく。
【その他（効果等】
・東祖谷への入込客数は、西祖谷に比べ少ない。しかし指定等の文化財は西祖谷より多い。しかし、活用しきれていないことが数値として現れている。ＰＲ不足は否定できない。関
係部署と連携し積極的にＰＲしていく。

（コメントの概要）
●令和４年度の進捗評価及び総括評価に対する各委員からの主な意見
【組織体制】
・協議会への担当部署の職員の参加が見られなくなっています。　一緒に現場を見ることで、課題や問題意識の共有を図るべきではないでしょうか。
・事業推進にあたっての課題等を、関係各機関と共有し、意見交換することで、より実効性のある取組を実行できていると感じております。
【重点区域における良好な景観を形成する施策】
・個人所有の空き家で朽ちている家がところどころ見受けられるがそれはどうにかできないのか？かなり景観的にマイナスの印象を受ける。
・良好な景観形成のための施策・取組は、その内容・結果において、県内全市町村の中で先頭を走っており、堂々と全国に紹介できる事例であると常々感じております。現在の素晴らしい景観がどのような過程や努力を
経て形成されたのか、という点も含め、広報していただければ、その「財産」を次代に受け継いでいこうという意識が、人々の中でより醸成されていくのではないかと考えております。
・ゾーンⅡの地域では、景観を形成する建物が、ここ数年で空き家が増え、また解体で空き地化が少しずつ増加していることなど、気になる状況です。
・計画協議会以外に、「関係者への周知徹底を図る」ための連絡調整会議・組織（県の埋文と開発部局の連絡調整会議のような）の設置が必要。
【歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項】
・かずら橋の架け替えや茅葺屋根の葺き替え、石積みなどの技術は一度途絶えると再生が困難なものだと思います。次世代への技術継承には積極的に取組んでください。
また、整備した歴史的風致維持向上施設については、積極的な活用を図ってもらいたいと思います。
・東祖谷の社叢については行政の的な介入が必要だと思います。維持そして守る人がいなくなるので心配しています。
・伝統的工法の継承は案外いつの間にかなくなっていることが多いように思います。その仕事がある状況をなるだけ作りだしそれを勉強や学習の場として積極的に捉える動きが必要だと思います。
・地域の踊りが地域で難しい状況になってきていると思います。伝統の形をそのまま受け継ぐのは相当に難しいと思います。このような伝統的行事を一括して受け継ぐような団体を行政として作っていったり養成するとい
うのはどうでしょうか。
・スマホなどを使い文化財の個別の情報を見やすくして現地訪問ができるようにして市民に親しまれた文化財を多くしていく過程で文化財マイスターなどの養成も行う。何より市民に宝だと思われることが必要だと思いま
す。
・真鍋家は、たばこ資料館や離れの座敷も見学でき、イベントでの利用もできることで、建物の維持管理にもなり、とてもいい場所だと思います。辻のいろりは、交流スペースとしてもっと多くの方に利用してもらいたいで
す。そのためにも２階の活用計画をぜひ進めて頂きたいです。かずら橋の架け替えや茅葺屋根の葺き替えでの資材確保はほんとに大変だと思います。地元の子供たちのシラクチカズラの苗木植樹、茅刈コエグロの体
験は、これからもできる限り続けていってほしいです。西祖谷の神代踊りも踊りだけでなく花笠作りの体験があり、また急傾斜工法体験など、地道な活動ですが子供たちがまた次の世代へとつなげてくれることを願ってで
きることをやっていけたらと思います。歴史文化遺産の掘り起こしとして佐野地区や辻まちの新しい登録文化財、吉野川流域の名勝調査などまだまだ発見があり、私たちもそれに取組んでいきたいと思います。
・ソフト（伝統行事や傾斜地農業の継承支援等）・ハード（各種整備・保存修理事業等）の両面において、積極的に維持・継承に取り組まれていると感じております。
・佐野地区や辻地区にはとても魅力ある歴史文化や建築物があるが、活用があまりされていないと思う。地域住民も高齢化でなかなか活動するにも厳しい現状があるのだろうが、なにかお役に立つことができれば、私も
協力していきたいと思う。
【文化財の保存又は活用に関する事項】
・今「三好ジオ暮らし方カレッジ」というプロジェクトの計画が進んでいる。こちらのカリキュラムと重なる部分があるので、協同して出来ればいいのではと思った。
・文化財の保存・活用には、費用はもちろんのこと、人的資源も必要になってきます。現在、文化財に関わる方は高齢者が多く、１０年後、２０年後を考えたときに、現在の体制を維持するのは困難だと思われます。有形・
無形の文化財を十分に活用しながら若年層への普及・啓発を推進するとともに、文化財活用の議論の場に参画してもらうなど、積極的に関わってもらうための仕掛けをさらに増やすことができればと考えております
・落合地区のみなさんの山村集落での防災への取組みは、他の地域でも参考になると思います。
・阿佐家住宅の公有化にともなう、公開・活用の方途を考える必要あり。
・防災は結構難しい。できるところからやるのは必要。
・文化財等への理解者や担い手の育成は歴史を活かしたまちづくりには欠かせないものです。よりすそ野が広がるような取り組みを期待しています。
【効果・影響等に関する報道】
・あかね作りと方言研修傾斜地農業研究などいろいろな報道で多くの方に知られるのはいいことだ引き続き、新聞等のメディアを活用した情報提供に努めてください。
・これまで取り組んできたことが様々な媒体で報道されており、それらを目にした人々が三好市を訪れた、という話もよく耳にするようになりました。ツイッターなどのSNSにおいても東祖谷を訪れた若年層の投稿も見かけ
るようになりました。次代を担う若い世代の呼び込みについては、テレビ・新聞等の従来のメディア（若者はあまり見ない）よりもSNSの方がより効果的かもしれません。多数の写真映えする魅力的な文化財や景観をア
ピールして、さらなる誘引を図れればと考えております。
・神代踊りを含む風流踊りが世界遺産へ登録されたのはとても良いニュースでめでたいなと思った。しかし西祖谷の過疎化は止まらない状況で今後も続けられるのかなという不安はある。
日本茜は旧山下邸別邸を活動拠点の一拠点としており、私も茜染めのワークショップを体験した。すぐ裏の広場に出られるので、水をたくさん使う茜染めに適した場所だと思った。今後も利用し続けてほしい。
【その他（効果等）】
・東祖谷への入込客数をいかに増やしていくかというのは本当に難しい課題だと感じております。西祖谷の宿泊施設に比べると東祖谷の宿泊施設は伝統的な建物を生かしたものが多く、東祖谷でしか体験できない価値
ををいかに見つけ出し、アピールしていくか、ということになるかと思われます。
・大歩危祖谷は特に外国人の方が多くなっています。歴史や伝統の質がどんどん問われてくるのかなと思います。
・かずら橋の訪問者を東祖谷へ誘致する方策が求められていると思います。（団体は無理でも個人客）
【その他のコメント】
・文化財課がなくなったのは関係者としてはなんとも寂しい。教育委員会に属さなくて産業経済部文化財課でもいいような気がする。
視点を変えてこれからの観光行政の肝として考えてもいいのではないか。文化財は観光にはなくてはならないものとして捉えていけばいいと思います。そうすれば文化財施策の認知度も広まり共有の財産として活用して
いけるのではないのでしょうか。文化財の保護活用に関してはそれなりの経験や知識が必要となります。担当の職員が変わると大丈夫などと心配もします。保護保持に関しては対応期間の長いものや数年おきに気を配
らなければいけないもの、常に気を配らなければいけないものなど多種多様です。業務内容も事務と技術が絡み合っています。是非絶え間ない職員の育成と継続性を担保してくださるようお願いいたします。
・普及啓発には、講座や説明会・見学会も重要であるが、地域住民により広く知っていだくためには、地元紙・地元局などのメディアに積極的な情報提供を行う必要がある。
・関係部局、特に観光部局との連携をさらに進めるべきである。
・三好市の文化財に対して無知な方が多くいます。学校で教えてもらうこともなかっただろうし、なかなか知る機会もなかったと思います。市民の方が三好市の文化財を知らないのはもったいない、市報に文化財のコー
ナーを作って１つずつ紹介していくとか考えてほしい。
・移住者も古民家を希望する方が多いのだが、改修にお金がかかるのがネックである。文化財的な価値がある物件は、空き家バンクとは別の仕組みを作れないだろうか。都会の人が想像している古民家は、綺麗にリ
フォームされて快適に過ごせる家なため、自分で改修しようとなると現在の空き家改修の補助金ではとても足りない現状がある。難しいとは思うが、そのあたりうまく連携できれば古民家を活用する人はたくさん増えると
思う。

コメントが出された会議等の名称：令和４年度三好市歴史的風致維持向上計画協議会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（様式２）

評価対象年度

会議等の開催日時：令和５年５月１２日（金）
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